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目的： 前回は女子大生の栄養摂取に関わる食行動について考究し、 その結果、 摂取エネル

ギーは所要量をやや下回り、 カルシウムや鉄の不足は顕著であり、 またたん白質、 脂質お
よびビタミン類は上回っていたことを報告し た。 今回は簡易健康調査を行い、 自覚症状に

よる健康度から、 女子大生の訴える「 疲れ」の実態について検討した。
方法：　1. 調査対象は本学食物科の学生18歳～22 歳343 名。2. 調査時期は平成3 年5 月
3. 調査・測定方法　1 ）体位　身長、 体重を測定　2 ）簡易健康調査（ＣＭＩを簡略化した

もの）3）血液性状　採血ならびに血色素量の検査を医療機関に依頼　4 ）栄養摂取量調査

結果：　1. 対象学生の状況　平均身長および平均体重は158.8C ・、51.  5 kgである。 貧血と
判定される血色素12.0g/dl 未満の者は9.3 ％である。 疲労については、“とても疲れてい

る”0.4 ％" いつも疲れている”7.4 ％" 結構疲れている”10.4％“疲れている”14. 1％
“やや疲れている”22.2 ％であり、55.4 ％の者が「疲れ」を訴えている。
2. 自覚症状による身体症候　 正常範囲の者は63.0％、 不健康と考えられる者は17.2％、

異常は19.8％である。3. 精神症候　ノイV  ―ゼと判断される者が10.4％、 セミノイロー

ゼ18.4％、 正常31.5 ％、 神経質39.7 ％である。4. 簡易健康調査　50 項目のうち訴え率の
高い項目は①眼が疲れる59.5 ％、 ②便秘しがち42.9 ％、 ③ときどき目まいがする38.6％、

④足がむくむ37.2％、 ⑤よく手足がつる30. 1％、 ⑥いつも失敗しないか心配29.4 ％、 ⑦頭
痛が重くてつらい28.8 ％である。 また摂取エネルギーの少ない者や睡眠時間の少ない者に
も疲れの訴えが多く、 体力や生活状況、 栄養摂取、 精神力、 などが関係すると思われる。
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東 北地 方 にお け る 婦 人 の 食 行 動 及 び 食 習 慣 の 変 化（ 第 三 報･）

一地 域 別 ７ 年 前 と の 比 較 一

岩手 県 立 盛岡 短 大　○ 森　 成 子，　 尚 桐 女 学 院 短 大　佐 藤 妙 子　 佐 藤 玲 子

仙 台 白 百 合 短 大　沼 倉 久 枝， 福 鳥 女 子 短 大　内 堀 愛 子， 宮 城 学 院女 子 大　伊 藤 静 子

昭 和58 年 に 太 平洋 側 の 岩手 ・宮 城 ・ 福 島３ 県 の 都 市， 農 業 地 域， 漁 業 地 域 につ い

て． 食 行 動 及び 食 習 慣 の調 査 を 行っ た結 果、 地 域 環 境 と 住 民 の 意 識 へ の 関 与 が 示 唆 さ れ た、

情 報 の 氾 濫、 流 通 機 構 の 発 達、 核 家 族化 の 進 行が 更 に 進 み つ つ あ る 中 で 地 域 の 食 生 活 へ の

影 響 に つ い て、 同じ 地 域 を 調 査 し、 前回 の 結果 と 比 較し た ので 報 告 す る。

方 法　 平 成２ 年10 ～11 月 、30～40 歳 代 の 婦 人を 対 象 に、都 市752 名（752 名 ）,農 業 地 域　732

名（799 名 ）。 漁業 地 域520 名（602 名 ）、 計1995 名（2153 名 ）につ い て、 アンケートに より 留 置 法 で 調

査を 行っ た。 な お、 括 弧 内 の 数 字 は 昭 和58 年 の 調 査 対 象 数で あ る。

結果　1. 対 象 者 概 況:’年 齢 はS5  8が30|i£代 約 ６ 剤 、H2は3B 歳 代4o 歳 代 が 半 々で あ っ た 、健 康

状 態 は「便 秘が ち 」が 各 地 域 と も 有 意 に 増 加 しr 朝 気 分 よ く 起 きら れな い 」は 農 業 、漁 業 地 域

で 増 加 し てい た。　2 .食 行 動：「家 族 揃 っ て 食 事 を す る 」割 合 は、 朝 食 が 都 市と 漁 業 地 域で 、夕一
食は 農業 、漁業 地 域 で 有 意 に 減 少し てい た。 婦 人 の 欠 食 は 各 地 域 と も 増 加し 、その 理由 とし

て　「時 間 の 余 裕 が な い 」が 各 地 域で 、「習 慣 」は 前 回 低 か っ た漁､業 地 域 で 高 く な り 、「痩 せ たい

ため 」は 都市 と 漁 業 地 域で 高 か っ た。「出 前 、持 ち 帰り 弁 当 の 利 用 」は 特 に 都 市 と 漁 業 地域 で

増 加し 、前 回 一 番 利 用 の 低 か っ た漁 業 地 域 が 農業 地 域 より 利 用 率 が 高 く な っ て い た。　ｒ家 族

揃 っ て の 外 食 」も 漁 業 地 域で の 増1m  が 日 寸っt~.       .1．合 聾 借・薔 白 糖・ 旦-r･ ９ 交 紬 儲it   :*   ･ 1
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豆 製 品 の 増 加 、漁 業 地 域 は 魚 の 減少 卵 ・ 豆 製品 の 増 加が み ら れ た。 み そ 汁 、漬 物 の 減 少

地 域 と も 目 立 ち 、特 に 漬 物 の「殆 ど 毎 日 食 べ る 」割 合 が 減 少、都 市が 著し か っ た。


